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⑴ 総括事項 

新たに、平成２２年度から平成２４年度までの３か年を計画期間とする「県立病院経営中期計画」

を策定しましたが、その実質的なスタート時点となる平成２１年度においては、良質な医療の提供へ

の取組として、人材確保が難しい中、必要な看護師を採用し、がんセンター中央病院及び愛知病院に

おいて、７対１看護体制を導入しました。 

また、経営の健全化に対する取組として、薬品や診療材料の調達に係る費用の削減や将来の金利負

担の軽減を図るための企業債の借換えを引き続き行うなど、広い視野で収支の改善に努めてまいりま

した。平成２１年度決算では、結果として約１１億円の純損失となりましたが、こうした努力により、

前年度決算の純損失約２０億９千万円に対し、約９億９千万円の収支改善が、また、予算の約１５億

５千万円の純損失に対し、約４億６千万円の収支改善が図られました。 

⑵ 患者診療状況 

平成２１年度の患者診療状況については、第 1 表のとおりであり、入院患者延べ４１０,６７４人及

び外来患者延べ３８３,７３２人を診療しました。 

なお、患者状況の年度別推移については第１図のとおりです。 

 

 

第１表          平 成 21 年 度  患 者 診 療 状 況 
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⑶ 収益的収入及び支出 

平成２１年度の収益的収支は第２表のとおりであり、病院事業収益３０,９２９,３３０,９３５円

（３０,８５９,６１４,０６４円）に対し、病院事業費は３２,０２２,５４１,２５３円（３１,９５８,

４６７,１２２円）で、差引き１,０９８,８５３,０５８円の純損失となりました。 

また、前年度からの繰越欠損金は３６,９３６,４９４,７３５円で、これに、当年度純損失１,０９

８,８５３,０５８円を加えた当年度未処理欠損金は３８,０３５,３４７,７９３円となっています。 

（注）（ ）は、消費税及び地方消費税を除いた額 
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第２表           平 成 21 年 度  収 益 的 収 支 

 

 

第３表 損益計算書 

（平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで） 
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第４表 経営状況の推移  （単位千円） 

 

備考△印は、損失額を示す。 

 

⑷ 資本的収入及び支出 

平成２１年度の資本的収支は第５表のとおりであり、資本的収入４,９７１,８０６,１４４円に対し、

資本的支出が６,１９１,８５７,８１４円となっています。 

なお、収入額が支出額に不足する１,２２０,０５１,６７０円については、過年度分留保資金で補て

んしました。 

 

第５表          平 成 21 年 度   資 本 的 収 支 
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⑸ 財政状況 

平成２２年３月３１日現在における財政状況は、第６表及び第３図のとおりです。 

 

第６表               貸  借  対  照  表 

（平成２２年３月３１日現在） 

 

備考 貸方の合計額は、欠損金が生じているため、流動負債、資本金及び剰余金の合計から欠損金を差し引いた

額になります。 
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